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な
お
、
「
昭
和
十
六
年
以
降
土
地
建
物
二
関
ス
ル
書
類
」
に
は
昭
和

十

六

年
九
月
十
日
に
陳
列
室
を
陳
列
館
と
改
称
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、

一
時
期
陳

列
室
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③

和
田
季
雄
の
在
外
研
究
、
パ
リ
滞
在
の
卒
業
生
た
ち

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
六
日
、
助
教
授
和
田
季
雄
は
彫
刻
技
術
研
究
の
た
め

満
二
年
間
フ
ラ
ン
ス
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
和
田
は
明
治
十
七
年
四
月
二
十
一

日
東
京
に
生
ま
れ
、
同
一
二
十
九
年
本
校
に
入
学
、
同
四
十
四
年
彫
刻
科
牙
彫
部

を
卒
業
し、

大
正
十
年
本
校
講
師
兼
教
務
掛
と
な
り
、

「
体
操
」
お
よ
び
「
彫

刻
実
習
」
授
業
を
担
当
、
翌
十
一
年
に
助
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
一
二
十
六
年
以

降
軍
務
に
従
事
し
、
大
正
九
年
に

は
陸
軍
歩
兵
中
尉
と
な
っ
て
い

る。
和
田
は
本
校
校
友
会
に
お
い
て

月
報
編
輯
主
任
、
文

芸

部

副

部

長
、
同
臨
時
部
総
世
話
人
、
乗
馬

部
長
、
卓
球
部
長
、
運
動
部
臨
時

部
各
部
部
長
と
し
て
生
徒
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
た
の
で
、
渡
欧
の

際
は
盛
大
な
送
別
会
が
催
さ
れ
、

昭
和
四
年
二
月
二
十
七
日
、
彼
が

夫
人
同
伴
で
東
京
駅
を
出
発
し
た

際
も
大
勢
の
見
送
り
が
あ
っ
た
。

二
十
八
日
神
戸
よ
り
伏
見
丸
に
乗

ン
ク
ル
ー
の
わ
き
に
居
る
山
口
長
男
君
か
ら
、
上
杜
會
の
巴
里
支
部
會
？

と
云
ふ
記
事
を
月
報
で
見
て
間
も
な
く
、

そ
の
會
員
の
一
人
で
、
ポ
ル
ト
サ

上
杜
會
の
第
二
回
展
を
、
東
京
と
大
阪
の
丸
善
で
や
っ
て
、
好
評
だ
っ
た

船
、
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ュ
に
入
港
、
四
月
九
日
に

。ハ
リ
に
到
着
し
た
。

和
田
は
帰
国
後
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一―
―
十
巻
第
四
、
五
、

六
、
八
号
、
第
三
十
一
巻
第
二
、
四

S
七
号
に
「
欧
洲
紀
行
」

H
S田
を
寄
稿

し
て

お
り
、
ま
た
、
同
誌
の
海
外
消
息
欄
に
は
和
田
を
は
じ
め
、
彼
と
同
時
期

に
。ハ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
本
校
卒
業
生
た
ち
の
手
紙
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
滞
在
中
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
バ
リ
到
着

後
は
矢
沢
弦
月
ら
と
日
本
美
術
展
覧
会
の
準
備
に
忙
し
い
日
を
送
っ
た
ら
し

い
。
そ
れ
が
済
む
と
美
術
館
、
博
物
館
、
諸
展
究
会
、
遣
跡
を
見
学
す
る
な
ど

し
た
。
彫
刻
家
に
師
事
し
て
学
ぷ
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
秋
に
は
十

月
五
日
の
プ
ー
ル
デ
ル
の
葬
儀
の
模
様
や
。ハ
リ
で
九
月
二
十
九
日
に
死
去
し
た

板
倉
鼎
（
大
正
十
三
年
西
洋
画
科
卒
業
）
に
つ
い
て
校
友
会
に
書
き
送
り
、
冬
に

は
川
村
箭
雄
作
品
の
リ
ュ
ク
サ
ン
プ

ー
ル
美
術
館
へ
の
入
館
式
（
十
二
月
三
十

日
）
に
列
席
し
た
こ
と
や
、
装
飾
美
術
館
の
フ
ラ
ソ
ス
陶
器
特
別
陳

列

の
う

ち
、
セ
ー
プ
ル
出
品
物
中
に
沼
田
一
雅
の
作
が
二
点
出
品
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

一
九
二
九
年
の
サ
ロ
ソ

・
ド
ー
ト
ソ
ヌ
に
木
校
卒
業
生
の
長
谷
川
潔
、
故
板
倉

鼎
、
小
沢
秋
声
、
小
磯
良
平
、
中
西
利
雄
、
荻
須
高
徳
、
山
田
新
一

、
田
辺
喜

規
、
島
村
三
七
雄
ら
が
入
選
し
た
こ
と
、
上
杜
会
の

。ハ
ー
テ
ィ
ー
に
招
か
れ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。
上
杜
会
に
つ

い
て
の
報
告
（
第
二
十
八
巻
第
八
号

所
載
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

コ
ロ
ソ
ボ
、
ア
デ
ン
を
経
て
マ
ル
セ
ー
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を
、
近
日
に
す
る
か
ら
来
て
ほ
し
い
と
の
通
知
を
受
取
っ
た
。
そ
う
云
ふ
慮

へ
出
る
事
の
す
き
な
小
生
は
、
幹
事
の
命
令
に
従
っ
て
愚
妻
を
連
れ
て
十
二

月
八
日
定
刻
、
會
場
の
日
本
人
會
に
行
っ
た
。
日
本
人
會
で
は
、
そ
の
翌
々

日
か
ら
開
く
在
佛
日
本
人
の
展
覧
會
が
有
る
の
で
、
二
十
敷
貼
の
縮
が
壁
面

を
う
づ
め
て
居
ま
し
た
。

上
杜
會
と
云
ふ
の
は
、
御
承
知
で
し
よ
う
が
、
昭
和
二
年
の
洋
聾
出
の
同

窓
會
な
の
で
す
が
、
珍
ら
し
く
氣
の
合
っ
た
組
と
見
え
て
、
卒
業
と
同
時
に

此
の
會
が
生
れ
、
そ
し
て
ま
す
／
＼
園
結
強
く
、
そ
の
上
又
稀
に
と
云
ふ
よ

り
は
、
古
今
未
曾
有
に
、

そ
の
同
窓
の
人
逹
が
巴
里
に
澤
山
来
て
居
る
。
現

在
、
山
口

長
男
君
、
荻
須
高
徳
君
、
藤
岡
一
君
、
中
西
利
雄
君
、
小
磯
＿
艮
平

君
、
小
堀
四
郎
君
、
荻
野
映
彦
君
、
と
此
の
連
中
と
同
年
に
入
學
し
て
、
ニ

〔
マ
マ
〕

年
の
時
退
學
渡
佛
し
て
、
巴
里
の
箱
壇
に
相
嘗
名
を
な
し
て
居
る
高
野
三
三

男
君
を
合
し
て
八
人
。
古
い
卒
業
生
で
は
、
或
は
入
れ
代
り
立
ち
代
り
し
て

之
れ
位
な
同
級
生
が
、
巴
里
に
遊
ん
だ
組
が
有
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
時

に
し
か
も
ま
だ
若
い
一
組
の
中
か
ら
、
之
れ
だ
け
の
同
級
生
が
巴
里
に
落
合

ふ
事
は
、
或
は
之
れ
か
ら
先
の
連
中
に
も
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
珍
ら
し

い
と
思
ふ
と
同
時
に
、
恵
ま
れ
た
ク
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
、
上
杜
會
員
の
前
途

を
祝
扁
す
る
。

和
田
は
約
一
年
間
。ハ
リ
で
過
ご
し
た
後
、
昭
和
五
年
四
月
に
小
堀
四
郎
、
田

ロ
省
吾
夫
妻
ら
と
ス
ペ
イ
ン
を
旅
行
し
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
キ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス

、
イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し
た
。
こ
の
年
の
夏
は
期
せ

ず
し
て
多
数
の
本
校
関
係
者
が

。ハ
リ
に
集
ま
っ
た
の
で
、
七
月
二
十
六
日
に
は

日
本
人
会
に
お
い
て
校
友
会
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
左
記
の
和
田
の
手

紙
に
は
そ
の
模
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
上
略
（
高
松
宮
到
着
記
事
）
〕
四
月
の
九
日
頃
に
今
和
次
郎
氏
が
来
巴
さ

れ
、
そ
の
後
同
君
は
英
國
を
は
じ
め
諸
國
を
旅
行
し
、
只
今
は
ベ
ル
リ
ソ
に

居
ら
れ
ま
す
。
五
月
十
一
日
に
は
横
山
大
観
氏
夫
妻
、
同
十
五
日
に
大
智
勝

観
氏
が
来
巴
、
共
に
一
週
間
滞
在
の
上
蹄
朝
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
入
れ
代

り
位
に
松
岡
映
丘
先
生
、
平
福
百
穂
氏
、
長
谷
川
路
可
氏
が
着
巴
、
此
の
方

々
は
相
前
後
し
て
或
ひ
は
ス
ペ
イ
ソ

、
英
図
、
白
耳
義
、
和
蘭
、
獨
逸
、
瑞

典
等
を
回
ら
れ
て
、
只
今
又
巴
里
に
御
滞
在
で
す
。
六
月
二
日
高
松
宮
様
と

御
同
船
で
岡
田
三
郎
助
先
生
御
夫
妻
が
又
巴
里
に
見
え
ら
れ
ま
し
て
、
只
今
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藤
岡

一
氏
（

中

西

利

雄

氏

（

山

口

長

男

氏

（

巴
里
郊
外
ベ
ル
サ
イ
ュ
に
滞
在
で
す
。
そ
れ
で
此
の
大
先
輩
方
の
御
束
巴
を

機
と
し
て
、
七
月
二
十
六
日
の
夕
、
巴
里
日
本
人
會
で
在
巴
里
美
校
々
友
會

を
催
し
ま
し
た
所
未
曾
有
の
盛
會
、
二
三
の
旅
行
中
の
人
を
除
い
て
全
部
出

席。
来
會
者
は
岡
田
三
郎
助
先
生
、
同
令
夫
人
八
千
代
子
様
を
は
じ
め
卒
業
年

次
に
書
い
て
み
ま
す
と
、

0
明
治
時
代

平
福

稲
垣

和
田

百
穂
氏
（
三
二
、
日）

吉
蔵
氏
（
三
七
、
彫）

季
雄
氏
（
四
四、

彫）

0
大
正
時
代

岡
見

――-
、
西
）

五
、
西）

七
、
西
）

＿艮
夫
氏

(
1
0、

〔
香
邦
〕

邦
香
氏
（
一
―
‘

鹿
之
助
氏
(
-
三
、

後
藤
禎
二
氏
(
-
五
、

0
昭
和
時
代

日）西）西）西）

二
、
西）

二
、
西
）

二
、
西）

荻

須

高

徳

氏

（

小

堀

四

郎

氏

（

荻

野

映

彦

氏

（

上
田

岡 園
郡

佐
分

和
田

山
崎

田
ロ

映
丘
氏
（
三
七
、

嗣
治
氏
（
四
三
、
西）

五
、

七
、

七
、

省
吾
氏

(
1
0、

松

岡

銀

六

氏

（

九
、
師
）

長
谷
川
路
可
氏

(
1
0、
日）

西

村

叡

氏

（

r、、
ー

西）

頓

野

保

彦

氏

（

八
、
西）

鶴
見

小
泉

素
彦
氏
（

富
雄
氏
（

守
雄
氏
（

角
野
判
治
郎
氏
（

遠

田

運

蔵

氏

（

鑢

利

彦

氏

（

松
岡

藤
田

日）西）西）西）西）

員
氏
(
―
-
、
西）

洞
氏
(
-
五
、
西）

幹
一
氏
（
一
五
、
圏
）

二
、
西）

二
、
西）

二
、
西）

四
郎
氏
（

辰
夫
氏
（

島
村
三
七
雄
氏
（

淳
二
氏
(

二
、
西）

三
、
西）

四
、
西）

四
、
西）

四
、
西）

五
、
西）

璽
―
―
氏
(

矢

橋

六

郎

氏

（

此
の
外
家
族
と
し
て
藤
田
氏
令
甥
芦
原
氏
、
和
田
季
雄
妻
仲
子
、

夫
人
信
子
様
、
島
村
氏
夫
人
フ
サ
ノ
様
、
そ
の
外
二
人

〔
中
略
〕

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
四
号
所
載
鈴
川
信

一
宛

和
田
書
簡
）

和
田
は
昭
和
六
年
六
月
十
九
日
に
帰
国
し
、
復
職
。
同
七
年
教
授
と
な
り
彫

刻
科
彫
刻
実
習
授
業
を
担
当
し
、
教
務
掛
主
任
、
生
徒
主
事
を
兼
任
し
た
。
同

八
年
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
出
品
協
会
よ
り
日
本
館
美
術
工
芸
部
事
務
担
当
の
依
頼

を
受
け
て
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
渡
米
し
た
後
、
九
月
三
十
日
付
で
退
官
し

て
い
る
。
な
お
、
和
田
は
正
木
直
彦
の
妻
郁
子
の
弟
に
当
た
る
。

巴
里
日
本
美
術
展
覧
会

啓
三
氏
（

三
、
西）

三
、
西）

四
、
西）

四
、
西）

五
、
西）

田
口
氏

④
 

昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
初
夏
、
パ
リ
で
日
本
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

正
木
直
彦
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
本
校
関
係
者
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い。

こ
れ
に
つ
い
て
は
黒
田
鵬
心
著
『
巴
里

の
思
出
』
（
昭
和
一二
十

一年
、
趣
味

普
及
会
）
や
正
木
直
彦
著
「
十
三
松
堂
閑
話
録
日
巴
里
日
本
美
術
展
覧
会
図
録

に
序
す
」
（
『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
三
号
に
転
載
）
に
詳
し

輻
井

八
月
一
日

清
水

第2¥ 

吉
井

久
保

手
島

貢
氏
（

二
木

天
野
武
吉
郎
氏
（

中
井
惣
之
助
氏
（

守
氏
（
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